
 

図１ 座標の定義 

 

三沢海岸地形変動特性 

 

八戸工業大学 ○正会員 佐々木 幹夫 

 

1.研究の目的 

本研究では、座標を限界水深上に原点を沖から岸向きに y 軸、汀線方向に x 軸をとり、漂砂の連続式を汀線より

さらに陸側の満潮汀線付近から沖の限界水深までの海域で考えてみ

る。 

２．基礎方程式の検討 

ここでは、汀線より陸側の満潮汀線に近い汀線から限界水深までの

海域の地形変動基礎式より地形変動を生じさせている因子を考察し

てみる。 

海域の任意の点の水深をｈとし、座標を限界水深ｈｃ上に岸向きに

y 軸、沿岸方向にｘ軸をとる。いま、水深ｈにおける岸および沿岸方

向の局所的な砂層厚換算漂砂量を qx、および qyとすると漂砂量の連続

式は次のように書かれる。 
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式（1）を限界水深ｈｃから満潮汀線ｙhまでの積分をとると次のようになる。 
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 故に、一般に、 
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より、各項の積分は次のようになる。 
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よって、式（２）は次のようになる。 
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図２ 局所漂砂量の分布 
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図３ 沿岸漂砂量ｄQx/dx の分布 

また、ｙ０＝０となることより、式（5）は、いま、満潮汀線上の局所砂層厚換算漂砂量を qxｈ、および qyｈ、漂

砂帯の砂層厚換算全漂砂量を Qx、および Qyとすると次のようになる。 
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ここに、 
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式（4）より、Qyは漂砂帯内の砂層厚換算全漂砂量であ

り Qy≒０とおけるので、汀線変動は汀線上の局所漂砂

量 qxｈ、および qyｈ、漂砂帯の全漂砂量を Qxにより与え

らていることがわかる。ここで、漂砂量は図２に示すよ

うに満潮汀線上では局所漂砂量 qxｈ、および qyｈは０と

おける。よって、式（６）は次式のようになる。 

   
x

Q

t

y
h xs

c









2

1
          (8) 

 

式（8）は局所的な漂砂量の変化が汀線変化を生じさせ

ていることを示している。 

いま、右辺第１項の汀線を拡散係数 Dｘを用いて次のようにおけるものとする。 
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よって、汀線変動は次式により与えられる。 
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図３に式（８）右辺の沿岸漂砂量 Qx の分布を

示した。Qx が急激な変化を示しているところは

ヘッドランド工があるところであり、この量的な

変化により地形変化が生じている。 

 

４．結論 

 本研究では、三沢海岸の汀線変動をもとに座標

を沖の限界水深上に置き、汀線よりさらに陸側の

満潮汀線付近までの海域で地形変動の基礎方程式

を検討してみた。これにより合理的に汀線変化は

拡散型の方程式により表されることを示した。 
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